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1. 研究概要 
我々は遊園地におけるアトラクション体験を提供することを⽬的に，HMD（Head  
Mounted  Display）と電動⾞椅⼦で構成した VR（Virtual  Reality）ライドを構築してい
る．本研究ではこれに移動型スロープを組み合わせることで静⽌したスロープに⽐べ上昇・
降下感覚を向上させるシステムを提案する．移動型スロープは電動⾞椅⼦⽤のモータを⽤
いており，HMD を装着したユーザを乗せた電動⾞椅⼦を乗せて移動でき，速度や加速度
の制御もできる．本研究ではこれらを組み合わせることで，上昇・降下する坂道の曲率が変
化する感覚と，持続的に坂道を上昇・降下する感覚を提⽰する．本稿ではこれら 2 つの感
覚を上昇体験、降下体験それぞれにおいて提⽰できているか検証すべく 2 種類の実験を合
計 4 回実施した．実験 1 では，上昇/降下する坂道の曲率が変化する感覚を提⽰できるかを
検証すべく，平地，静⽌したスロープ，移動するスロープの 3 つの条件で映像と動きの不
⼀致度合いで⽐較し，実験 2 では，持続的な上昇/降下感覚提⽰について調査することを⽬
的に，静⽌したスロープの上で静⽌する，静⽌したスロープの上を⾛⾏する，移動するスロ
ープの上で静⽌する，の 3 つの条件で上昇/降下感覚の強度を⽐較する実験を⾏った．その
結果，全ての実験において移動するスロープを⽤いた場合が最も効果的であることが分か
った． 
 
2. 今年度の研究活動 
①：実験装置とシステムの制作 
実験を実施するため、電動⾞椅⼦の改造と、移動するスロープを制作した。また、これらを
制御するためのシステムなどの制作も⾏った。 

   
＜上昇体験のための実験装置＞ ＜降下体験のための実験装置＞     ＜システム構成＞ 



②：オンラインでの意⾒収集 
様々な分野の研究室の先⽣や学⽣とのミーティングを通して、研究をどのように発展させ
ることができるか、実験デザインは適切か、などの意⾒交換を実施した。 
 
③：学会への投稿と発表 
・2021 年 11⽉ 30⽇（⽕）・12⽉ 1⽇（⽔）に実施された、第 195回ヒューマンコンピュ
ータインタラクション研究会への論⽂の投稿と、兵庫県の淡路夢舞台国際会議場での研究
発表を⾏った。 
・2022 年 3⽉ 14⽇(⽉)・15 ⽇(⽕)・16 ⽇(⽔)に実施される、第 197回ヒューマンコンピ
ュータインタラクション研究会への論⽂の投稿と、国⼠舘⼤学世⽥⾕キャンパスでの研究
発表を⾏う予定である。 
 
④：デモを⽬的とした⼤阪出張 
2022 年 3⽉ 9⽇(⽔)・10⽇(⽊)・11⽇(⾦)に、⼤阪府にあるコモングラウンド・リビング
ラボにおいて複数の⾮⼈間型ロボットの動作実験を⾏なう予定である。 
 
3. 研究業績 
<研究発表> 
会合名：第 195回ヒューマンコンピュータインタラクション研究会 
発表表題：「移動型スロープによる HMD と電動⾞椅⼦で構成した VR ライドの上昇感覚の
向上」[1] 
発表者：伊藤駿汰 
発表年⽉⽇：2021 年 11⽉ 30⽇、2021 年 11⽉ 30⽇ 
発表場所：淡路夢舞台国際会議場 
受賞：学⽣奨励賞[2] 
 
<研究発表>（予定） 
会合名：第 197回ヒューマンコンピュータインタラクション研究会 
発表表題：「移動型スロープによる HMD と電動⾞椅⼦で構成した VR ライドの降下感覚の
向上」 
発表者：伊藤駿汰 
発表年⽉⽇：2022 年 3⽉ 14⽇、2022 年 3⽉ 15 ⽇、2022 年 3⽉ 16 ⽇ 
発表場所：国⼠舘⼤学 世⽥⾕キャンパス  
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